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問題 

内在的公正推論とは、ある人物に起こったネガティブな

事象を、そのような因果関係が物理的に不可能にもかか

わらず、その人物の過去の道徳的失敗に原因帰属(例：悪

いことが起こったのは、その人物が悪い人物だから)する

ことである。内在的公正推論は、宗教性が高いほど行わ

れやすいとされているが（Harvey & Callan, 2014）、

Murayama & Miura（2016発表予定）では、アメリカ

人よりも宗教性の低い日本人の方が内在的公正推論を行

いやすいことが示された。ただしこの研究では、アメリ

カ人サンプルの多くがキリスト教信者であったのに対し

て、日本人サンプルの多くは特定の信仰を持っておらず、

文化による要因と信仰の有無による要因との切り分けが

明確ではない。そこで本研究では、信仰による事前スク

リーニングを行い、Murayama & Miura （2016発表予

定）で見られた内在的公正推論に関する傾向と信仰との

関係をより詳細に検討することとした。 

方法 

参加者 Prolific、およびクラウドワークスに登録してい

る 18 歳以上の男女を対象に参加者を募集した。アメリ

カ国籍を有し、事前スクリーニングでキリスト教を信仰

するもの、または、特定の信仰なし、無宗教、無神論者

であると回答し、IMCに正答した 108名（男性 70名、

女性 38名；信仰あり 46名、信仰なし 62名; 平均年齢

32.5歳、SD = 11.1）と、日本国籍を有し、事前スクリ

ーニングで仏教を信仰するもの、または特定の信仰なし

と回答し、IMC に正答した 134 名（男性 43 名、女性

91名；信仰あり 68名、信仰なし 66名; 平均年齢 38.3

歳、SD = 9.4）を分析対象とした。刺激 Murayama & 

Miura (投稿中)で用いたシナリオを用いた。街路樹が突

然根こそぎ倒れ、男性が運転する車が下敷きになるとう

いうもので、男性が（1）過去に窃盗の罪で在宅起訴さ

れた高校教員か、（2）熱心に生徒の指導に当たる高校教

員かで道徳的価値の操作をした。実験デザイン 国籍（日

本、アメリカ）×信仰（あり、なし）×道徳的価値（良

い人、悪い人）の参加者間要因であった。測定項目（1）

道徳的価値の操作チェックに関する1項目(6件法)、（2）

宗教性に関する 4 項目（例：「自分の日常生活において

宗教的または精神的な信仰は重要である」）（3）内在的

公正推論（例「この事故は、彼の日頃の行いが反映され

た結果と感じますか」）に関する3項目(6件法)であった。 

結果と考察 

道徳価値の操作は成功していた。また、アメリカ人、日

本人ともに、信仰あり条件の参加者のほうが信仰なし条

件の参加者よりも宗教性が有意に高かった。内在的公正

推論を従属変数とし、国籍（日本、アメリカ）×信仰（あ

り、なし）×道徳的価値（良い人、悪い人）を独立変数

とした分散分析を行った。その結果、国籍、信仰、道徳

的価値の有意な主効果が得られ、アメリカ人よりも日本

人で(F(1, 234) = 28.85, p < .001, pη2 = .09)、信仰なしよ

りありで(F(1, 234) = 7.95, p < .01, pη2 = .03)、良い人よ

り悪い人に対して(F(1, 234) = 74.28, p < .001, pη2 = .24、

内在的公正推論が行われることが示された。また、国籍

×信仰×道徳的価値の交互作用効果が有意傾向であっ

た(F(1, 234) = 2.78, p < .10, pη2 = .01)。信仰の有無によ

る比較を行ったところ、アメリカ人は悪い人物に対して、

信仰がある人のほうがない人よりも内在的公正推論を行

う傾向があるのに対して、日本人では信仰による違いは

見られなかった（図1）。以上の結果から、アメリカ人に

ついてはHarvey & Callan (2014)と一貫した結果が得

られたが、日本人では宗教性の有無による内在的公正推

論の違いは見られなかった。また、Murayama & Miura

（2016発表予定）と一貫して、日本人の方がアメリカ人

よりも内在的公正推論を行っていたことから、今後はど

のような要因が日本人の内在的公正推論のしやすさに影

響を及ぼすのかを引き続き検討する必要がある。 
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図1 国籍×信仰×道徳的価値の交互作用効果
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